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横浜丸魚株式会社
代表取締役社長　芦澤 豊

　2020年度は新型コロナウイルスの感染拡大により、全世界が大きな
影響を受けた一年でありました。我が国でも行動制限や自粛に始まり、
なかなか終息の兆しが見えない中で様々な活動が抑制されました。横浜
丸魚グループにおいても、ウイルスという目に見えない脅威への対策を
講じながら、事業活動を続けてまいりました。従業員の休業制度の新設
やリモートによる会議や打合せ体制の構築、またセリ場や納入の現場で
もあらゆる感染防止対策をとり、働き方が大きく変わった一年でありま
した。現在も様々な形で痛みや苦しみを抱えている方々に心よりお見舞
いを申しあげます。
　2020年度の当社グループの主力事業領域であります水産物流通業界
におきましては、巣ごもり需要による量販店の売上拡大があったものの、
Goto事業の後押しによる外食産業の回復は緊急事態宣言の再発出によ
り停止となり、新型コロナウイルス感染拡大の懸念による影響が大きく、
業績は以下の通り厳しい環境のまま推移いたしました。

Financial Highlights 決算ハイライト
詳細はこちらをご覧ください。

売上高 1株当たり当期純利益経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益

41,286 百万円
(前連結会計年度比11.8%減)

41.65 円
(前連結会計年度比255.9%増)

290 百万円
(前連結会計年度比251.1%増)

217 百万円
(前連結会計年度比2.4%増)
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横浜丸魚株式会社



・緊急事態宣言発出による飲食店向け水産物の流通鈍
化に伴い、高単価商材の値崩れと養殖商材の停滞

・ホヤのレシピ本（LOVE&HOYA）出版
・LINEスタンプ（ありがたいをモットーに元気で明る
い鯛の男の子ヨウダイくん）販売開始

・横浜市場まつり中止
・未利用魚（小鯖、ひじき）学校
給食提供

Corporate Philosophy 企業理念

Business Overview 事業概況

Earnings Forecast 業績予想 Shareholder Return 株主還元 Topics 主な出来事

Maruuo Role 横浜丸魚の役割

①調達 ②保管 ③営業 ④流通加工 ⑤物流

グループ中核会社として、グループの
総力を結集し、水産物流通システムを
地元神奈川を中心に展開

館山丸魚株式会社
グループの水産物流通システムを主に南房総地域にてエリア展開

川崎丸魚株式会社
グループの水産物流通システムを主に関東地区量販店向けに展開

株式会社横浜魚市場運送
グループの物流機能の要として、
ネットワークのメリットを追求

株式会社ハンスイ
グループの水産物流通システムを主に外食、中食
産業向けに展開し、事業の幅のメリットを追求

丸魚グループの連携体制強化
Ｇood Ｒelation Ｍaruuo

横浜丸魚株式会社事業戦略変革
Re-Structuring

仕組み制度変革
Re-Engineering

企業文化変革
Re-Communication

顧客ベネフィットを
起点とした企業改革

Re-Orientation

私たちは、水産物流通システム創造企業として、
社会が求める豊かな食生活に貢献し続けます

私たちは、安全で良質な商品と、心に感じる
サービスにより、お客様に満足を提供し続けます

私たちは、人を大切にする経営によって、
質の高い企業活動を展開し、存在し続けます

沿革
1947年
横浜魚市場荷受株式会社設立

1948年
現在の「横浜丸魚株式会社」に社名変更

1963年
東京店頭登録銘柄株式上場

1973年
横浜市中央卸売市場南部市場開場により南部支社開設

2017年
創立70周年

2018年
川崎丸魚株式会社設立

水産物卸売事業

34,095百万円
(前連結会計年度比8.4%減)

　当社グループの中核事業が位置する水産物卸売事業に
おきましては、巣ごもり需要による量販店向け商品は順
調に推移したものの、海洋環境の変化による漁獲量の減
少に加えて、新型コロナウイルス感染拡大防止策により、
高単価商材及び養殖魚の流通が鈍化したことで、商品相
場に値崩れが生じ、業績は厳しい環境のまま推移いたし
ました。
　この結果、水産物卸売事業の売上高は340億95百万円
（前連結会計年度比8.4％減）となり、営業損失は25百万
円（前連結会計年度営業損失209百万円）となりました。

不動産等賃貸事業

120百万円
(前連結会計年度比1.7%減)

　不動産等賃貸事業におきましては、管理賃貸物件の変
動はなく、年間を通して安定的に稼働いたしました。
　この結果、不動産等賃貸事業の売上高は1億20百万円
（前連結会計年度比1.7％減）となり、営業利益は86
百万円（前連結会計年度比0.9％減）となりました。

水産物販売事業

6,829百万円
(前連結会計年度比25.9%減)

　当社グループの中央卸売市場及び地方卸売市場以外に
おける水産物販売事業におきましては、当社グループの
中期経営計画「第５次MMプラン」の顧客密着型営業の
取組みにより、高単価商材の品揃えや顧客ニーズに合わ
せた営業活動を行い、Ｇｏｔｏ事業の後押しもあって、水
産物販売事業に邁進してまいりましたが、その各種Ｇｏ
ｔｏ事業が停止となり、新型コロナウイルスの感染拡大
の懸念から、業績は厳しい環境のまま推移いたしました。
　この結果、水産物販売事業の売上高は68億29百万円
（前連結会計年度比25.9％減）となり、営業損失は1億
58百万円（前連結会計年度営業利益54百万円）となり
ました。

運送事業

240百万円
(前連結会計年度比0.7%減)

　当社グループの水産物流通を補完する運送事業におき
ましては、当社グループの中核事業であります水産物卸
売事業の取扱高の減少があり、業績は厳しい環境のまま
推移いたしました。
　この結果、運送事業の売上高は2億40百万円（前連結
会計年度比0.7％減）となり、営業利益は11百万円（前
連結会計年度比40.8％減）となりました。

https://www.yokohama-maruuo.co.jp

　事業環境の大きな変化にも耐えうる財務基盤を維持
し続けるという、事業継続の観点から、各事業年度の
連結自己資本配当率（DOE）に基づき株主各位への
安定的な配当を継続することを基本方針としておりま
す。当期の剰余金の処分につきましては、この基本方
針に沿った経営体質の強化と安定配当の維持等を総合
的に勘案して１株当たり15円とさせていただきまし
たが、中長期的な利益成長を実現することによって、
株主還元の向上を目指すことに変わりはありません。
　株主の皆様におかれましては、今後とも何卒ご支援、
ご鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。

2022年3月期業績見通し

　不確実性の高い事業環境の変化の中において、当社グループは変化しないことに危機感を感じ、果敢にチャレン
ジしてまいります。水産物卸売事業と水産物販売事業を事業の中心として据え、SDGsの視点を取り入れて資源保
護と水産物の安定供給をバランスよく行い、成長に繋がる基盤強化に向けた設備投資を必要に応じて実施し、中期
経営計画の最大の目標である「プロフェッショナル人財」を輩出し、「顧客密着型営業の展開」を行い、最終的に
は当社グループの総合力を強化してまいります。

売上高

36,200
� 百万円

1株当たり
当期純利益

59.68
� 円

親会社株主に帰属する
当期純利益

380
� 百万円

経常利益

360
� 百万円

【戦略理念】
Good Relationの実現
顧客 ・ 荷主との

「Good Relation」の実現
グループ企業間の

「Good Relation」の実現
社長間の

「Good Relation」の実現

【事業領域】
水産物流通システム
創造企業

HPにて食育ブログ・ 
旬の食材ブログを
更新中です！！
是非ご覧ください。



HP Information ホームページ案内

Company Information 会社概要

■会 社 名 横浜丸魚株式会社
■本社所在地 神奈川県横浜市神奈川区山内町

１番地　中央市場内
■本社電話番号 045（459）2921番（代表）
■創 業 1931年10月
■会 社 設 立 1947年10月
■資 本 金 1,541百万円
■代 表 者 芦澤　豊
■従 業 員 数 135名
■主要な事業所 横浜市中央卸売市場本場

川崎市中央卸売市場北部市場

代 表 取 締 役 社 長 芦 澤 　 豊
専 務 取 締 役 橋 本 和 弘
常 務 取 締 役 松 尾 昌 彦
常 務 取 締 役 石 川 和 宏
取 締 役 柴 原 　 哲
取 締 役 源 波 秀 樹
取 締 役 小 島 雅 裕
社 外 取 締 役 堀 　 晶 子
社 外 取 締 役 青 井 俊 夫
常 勤 監 査 役 多 紀 知 彦
社 外 監 査 役 牛 嶋 素 一
社 外 監 査 役 鯉 沼 一 光

■役員（2021年6月25日現在）

当社では、株主の皆様の声をお聞かせいただくため、

アンケートを実施いたします。

お手数ではございますが、

アンケートへのご協力をお願いいたします。

※本アンケートは、株式会社 a2media（エー・ツー・メディア）の提供する「e-株主リサーチ」サービスにより実施いたします。
 （株式会社 a2mediaについての詳細　https://www.a2media.co.jp）
※ご回答内容は統計資料としてのみ使用させていただき、事前の承諾なしにこれ以外の目的に使用することはありません。

MAIL：info@e-kabunushi.com」局務事チーサリ主株-e「 せわ合い問おのトーケンア●

下記ＵＲＬにアクセスいただき、アクセスコード入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答ください。所要時間は5分程度です。

ご回答いただいた方の中から抽選で薄謝（図書カード500円）を進呈させていただきます

株主の皆様の声をお聞かせください

いいかぶ 検索検索

ＱＲコード読み取り機能のついた携帯電話をお使いの方は、
右のＱＲコードからもアクセスできます。

携帯電話からも
アクセスできます

空メールにより
URL自動返信

●アンケート実施期間は、本書がお手元に到着してから約2ヶ月間です。

https://www.e-kabunushi.com
アクセスコード　8045

QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

（1809）

kabu@wjm.jp

当社のHPでは、詳細な情報を掲載して
おります。是非併せてご覧ください。

横浜丸魚 IR

検索
https://www.yokohama-maruuo.co.jp/investor.html


